
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粗大ごみ回収事業の実施 

12 月 １９ 日（日曜日）午前 9 時から愛媛県人対協新居浜支部と瀬戸・寿連合自治会

共催による環境サポートの一環として、粗大ごみ回収事業を行いました。今年で３回目になり

ますが、 申し込みのあった町内の高齢者や車等の運搬の手配がつかない方々には大変喜ば

れ、それぞれから感謝の言葉をいただきました。 予算の具合で少しずつ回数も増やしていき

たいと思っていますが、新居浜市でも大型ごみの戸別収集を年間通じて行っています。 

詳しくは、大型ごみの受付（申込先３１－５３００）まで申し込んでください。無料です。 

受付は 月曜から金曜までの午前 8時 30分から午後 4時までです。 

愛媛県人権対策協議会新居浜支部 

                                       瀬戸・寿連合自治会 

 

 

★移動図書館青い鳥号 

２日 （水）１６（水） １４時～１４時４０分 

★ゆめじゅく編集委員会 

７日 (月) １３時３０分～ 

★回転木馬 

９日 (水) １０時～ 

 

  

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 
ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax兼用） 
E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 
 

第 98回東京箱根間往復大学駅伝競走が、１月 

２・３日の両日に開催されました。この大会に、泉川 

小・中学校、新居浜東高等学校出身の原秀寿君
が、國學院大學の６区の走者として出場し、見事、芦ノ湖から小田原中継所までの急坂を駆け

下りました。 

 皆さんもご存じのように、箱根駅伝は、誰でもが簡単に出場できる大会ではありません。出

場に至るまでには、原君のたゆまぬ努力の積み重ねがあったことは、察するに余りあるものが

あります。特に、１年生での出場は、快挙としか言いようがありません。 

 原君、新年早々、私たちに大きな感動を与えていただき、本当にありがとうございました。 

  

★人権のつどい日 

１１日（金） １０時～ 

 

★人権・同和教育関係行事 

四国ブロック隣保館職員研修会 

  

 

 

 

 

 
 

 

2022(令和４)年 

 

 

男の料理教室で作ったお弁当をご紹介 

海老団子のﾁﾘｿｰｽ和え 

高野豆腐の唐揚げ 

豚ｷｬﾍﾞﾂの肉巻き 

人参とﾋﾟｰﾏﾝのじゃこ炒め 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰとしめじのﾚﾝｼﾞ煮 

 

 

①テスカトリポカ（著者・佐藤究） 

②星を掬う（著者・町田そのこ） 

③自分を好きになろう（著者・中川喜代子）

④四国辺土(著者・上原義広) 

 

令和４年 元旦 

会  会長 小野 博     

直木賞受賞作 山本周五郎賞 W 受賞  
令和４年 元旦 

会  会長 小野 博     

瀬戸会館職員一同 

 

 

瀬戸会館の HP には、施設の 

利用状況や新刊紹介、館だよ

り「ゆめじゅく」など掲載さ

れています。 

 QR コードはこちら 

https://www.city.niihema.lg.jp/soshiki/seto/ 

URL はこちら↓ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意）毎月の申請締め切りは前月の１５日です。こちらは１月１９日 現在の予定を記載しております。 

１月の「人権のつどい日」は、新居浜市人権啓発 

指導員の小笠原忠彦さんに「多様性って何？」の演 

題でお話しいただきました。 

地球上にはたくさんの生物がいるという「生物多様性」については、理解が深まっていると思いま

すが、人間の社会生活においても「多様性」という言葉が用いられています。この多様な人間社会

は、いろいろな属性によって分類されています。属性には、見た目の性別、肌の色、言葉などの見え

やすい違いと性自認、性的指向などの見えにくい違いがあります。この属性分類による多様性を認

めないことが差別問題であり、人々のつながりを分断する人権課題が起こっています。違いによる

差別というのは、必ず自然にあるものではなく、人間によって政治的、経済的、社会的、文化的につ

くられるものです。 

 人権課題の解決、解消のためにはマイノリティ、社会的弱者という分け方をせずに、一人ひとりの

違いに目を向ける属性の見直しと、他者を尊敬し、敬意を払うという多様性の尊重が大事なことを

お話から学ばせていただきました。 

 参加者の感想の中に、「自分の中にある“ものさし”を中心にすえて周りを見たり、それを他者に押

しつけたりすることは大変危険で、常に自分を注視する必要を感じることができた。」など、他者をリ

スペクトして自分を高めていきたいという意見が数多く寄せられていました。 

 

 

 

新春ということで、今月の「夢」は、縁起物の「ダルマ」についてです。 

日本独自の文化「ダルマ」。何度転んでも、起き上がる姿はユーモラスで 

す。なぜ、ダルマは起き上がるかというと、頭の部分は、張りぼてで、足元 

におもりが入っていて、それで起き上がるんですね。 

人も一緒かもしれません。たとえ、いますぐ知識やアイディアがなくても、芯がしっかりしていれば、

何度でも立ち上がれます。そして、みんなからも愛されるでしょう。でも、逆に知識だけで、芯がなか

ったら、簡単に転んで起き上がることができません。「頭でっかち」より「ダルマ」みたいな人の方が、

実生活では大事なのかもしれません。 

 ダルマに関して、大人になってから疑問が湧いたことがありました。それは「七転び八起き」という

言葉。七回転んだら、七回しか起き上がれないはず。なんで「八起き」なんでしょう？調べてみると、

語源は仏教にあるという説を見つけました。「最初は転んだ状態（つまり赤ちゃん）」だからだそうで

す。赤ちゃんは、周囲の人たちに見守られながら初めて立ち上がります。それが人生の始まりで、ま

ず、最初に立ち上がるところからカウントするから、「七転び八起き」になるそうです。 

立ち上がりのできない赤ちゃんは、何度もトライ＆エラーで「立つ」ことにチャレンジして、やがて

「立つ」ことができるようになります。 私たちは大人になって「頭でっかち」になってしまったり、「失

敗するのは、恥ずかしい」と思いすぎ、いつしかチャレンジすることさえ忘れてしまったりします。 

 ダルマのように、そして赤ちゃんのように。どんどんチャレンジして、そしてすくっと立ち上が

る。そんな風に今年は、生きてみませんか。 

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6
ハンドメイド 詩吟 社友会歌ごえ 健康体操 游書道
詩吟 水美会 紙バンド ピンポン
ZUMBA スクエアダンス レインボーA エストレージャ
若葉会 オカリナクラブ エストレージャ フラダンス
フラダンス 空手 ZUMBA
レインボーB よさこい
書神会
TDS

7 8 9 10 11 12 13
楠木クラブ ハンドメイド 水美会 紙バンド 人権のつどい日 てんこく
ピアノクラブ 詩吟 オカリナ レインボーA ポーセラーツ
べっぴんさん つまみ細工 空手 エストレージャ
ピンポン ZUMBA ZUMBA
E dance school 若葉会 よさこい
fun フラダンス

書神会
TDS

14 15 16 17 18 19 20
楠木クラブ ハンドメイド 水美会 レインボーA 健康体操 游書道
すみれ えひめ生協 ポーセラーツ エストレージャ ピンポン
ピンポン 詩吟 スクエアダンス ZUMBA エストレージャ
E Dance school ZUMBA オカリナクラブ よさこい フラダンス
fun 若葉会 空手

フラダンス
レインボーB
書神会
TDS

21 22 23 24 25 26 27
楠木クラブ ハンドメイド 社友会歌ごえ 健康体操 てんこく
ピアノクラブ 詩吟 紙バンド ピンポン ポーセラーツ  
べっぴんさん つまみ細工 レインボーA エストレージャ
ピンポン ZUMBA オカリナ小組 フラダンス
E Dance School 若葉会 エストレージャ
fun フラダンス ZUMBA

書神会 よさこい
TDS

28
楠木クラブ
ピアノクラブ
すみれ
べっぴんさん
E Dance School
fun

赤色：午前
青色：午後
黒色：夜間


